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r海外の日本語教育の印象」
牧 野 力
語研の座談会において,時 間 の都 合上十分触れ られ なか ったr海 外の 日
本語教育について,漫 談風に印象 を記す ことにす る、
1.ソ 連
昭和47年9月5日,私 より10日位 後に,専 門家の木村先生が モス クワ大
学 日本語学科 を視察 され ると・シア人 の教授 か ら知 った。同先生 のお話 と
重複 しない意味で,同 大学 の項 は省略す る。
ソ連 で6月 中14の都市を観光 した時,5ツ の町で,日 本語の通訳に個 人
的 に案 内された。従 って,通 訳ばな しを少 しや りたい。5人 ともそれ ぞれ
力量 の差 はある。 これは3種 類 に分 け られ る。 力量を,学 習の背 景や方 法
にか らませてみ ると次 の ようにな る。
(イ)レニングラー ド で世話に なった ・シア人通訳は一流で,漢 字 も読 み.
書 きセぎる。漢語 の範 囲 も広 く,流 行 の当世 はや りの表現 も使い こなす 。
(レニングラー ドだけ は団体観光に参加 した。)年齢 は30歳前 らしい。 モ
ス クワ大学 を出 て,東 京に も長 くい た らしい。東京大使館で会 った2人 も
上 手であ る。会話 面で は,モ ス クワ大学 の 日本語教授 も勤 まる位 の力量 を
もつ。
@ハ バロフスク の通訳氏は,漢 字 は全 く読み書 き出来ない。 しか し,
新 聞 に出 る単語 は8割 は 自由に使え る。唯話 してい る限 りでは,レ ニン グ
ラー ドの通訳氏に大分近 い。 しか し,俗 語的表現は無理である。
キェフ で世 話にな った通訳民は,平 素 は機械関係の 日本語の翻訳 をや っ
てい る中年の方,札 幌 オ リンピックに通訳訳 員 とし て 来 日,(一度では な
い ようだ)新 宿の地下道の店舗,新 宿 の飲み屋,な どの話 もする。着 てい
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る ワイシヤ ツを伊勢丹で買 った と言い,日 本品をほめそやす。 レニソグラ
ー ド氏ほ ど俗語 的表 現を ま じえない.し か し,日 本語が全体的に平 均 して
い る。
ヤルタ の通訳 氏は,気 のいい元軍人,東 ベル リン,東 欧 まで行 った恩給
取 り。 彼に とって,時 折,日 本 を話す のは"お 祭 り"だ そ うだ。`嬉 しい
こと"の 意味 である。彼 は,本 だけの勉強家,モ ス ク ワ大学卒業生で,平
常 は翻訳 に従事 している とか。(筆者 の英 語のよ うに,ブ ツキ ッシユ な 所
があ る。)チ ェホフの家の案内の時,説 明が細か く,有 難 かった。
の アルマータ(シ ル ク・ロー ド)の 通訳は中年婦 人 だ った、空 港 で,
タラ ップを降 りる と,"マ キ ノ先生ですか"と きかれ て,女 房 とびっ くり。
ソ連で,第5番 目の町だ ったので,ど うい う日本語で も嬉 しい。同通訳 は,
戦 前,満 鉄勤務 の医師の娘 で,子 供 の時か ら,日 本語 をおぼえた らしい。
片 仮名 しか読 めない。図書 館の司書 らしい。 日常生活 の会話の範 囲だけ の
単 語であるか ら、話 す時,当 方 も選語に気をつか う。 で も,・ シア語の駄
目な私 たち老夫婦 には干天の慈雨 の思いであ った。
サテ,外 人で漢字 が読 め ることと漢語を使い こなす ことの学習上 のちが
いについて,ハ バ ロフ.スク氏 とヤル タ氏 とを対比 して,お もしろか った。
漢字をおぽえて,漢 語を便 う型 と,漢 字は読む も書 くも駄 目で唯音声 と意
味 とを直結 させ,そ れを基本的統語 の枠内で操作運用す るよ うな印象 を与
え る型 とで は,後 者の方 式に よる通訳 の方が うまそ うな印象 を 与 え る。
(実際に全般 的にはわか らないが。)
この漢字学習 の間題は次の国ポーラン ドで,よ い話を ぎいた。
ポーラン ド
ワル シャ ワ大学 の 日本語学 科に,コ タンスキ ー博上を訪ね,エ 藤幸雄講
師 と3人 で1時 間余 り,日 本文法,文 体(リ ダンダソシイの 件 に 集中 し
た),漢字学習,同 博士の必須 日本語 辞典編纂な どにつ いてお話 じた。 同
博士は,1972年11月京都で開かれた国際ペ ン大会やNHK主 催の シソポジ
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エームに も出席された。古事記のポーラソ ド訳に とりか か る,と も言われ
た。
工藤講師 は,ポ ー ラン ド人の漢字恐怖症 とたたかい,4年 前か ら,学 生
に遠慮 な く,黒 板 に どしどし漢字を書いたそ うだ。最初,大 分抵 抗があ っ
た由。 しか し今 日,ポ ー ラン ドの日本語学 習者 に漢字恐怖症患者 がいな く
なって,そ の成果 が高 く評価 されて きてい る。
ところが,同 地でチ ェコの 日本学,日 本語教育の全滅の噂 を耳 にした。
チ;コ ス ロバキ ヤ
プラハのカ レル大学 には,.俳句の大 家,ノ バ ク博±を始め,10指に余 る
それぞれ の学者が いる。 チ ニコ大学生 も,日 本 の実力を認識 し,毎 年3,
40名の聴講志望者があ るが,1970年か ら,r日本語 の就職 口な し」 と い う
理由で,講 座を閉鎖 している由。第一,チ ェコ人は外国人 との会合を避け
てい るフシがあ る。私 は,体 当 りで,事 前連絡通 り,文 部省 その他へ出か
け,幸 いに も,若 い 日本語学者,大 江健三 郎の作品を翻訳 した方 で,日 本
語を言語学的に扱 う有望 の青年教授 と接触ができ,3日 間お世話 になった。
"プラハの春","二千語宣言"と 関係あるのか ど うか,よ く判 らないが,
じ 　 　 ロ 　 じ
市街 を歩け'ば,ソ連 の締 め付け を肌で感ず る。私の所感は うそで ない よ う
だ。東欧圏を出て,カ ナ ダの ト・ソ ト大学 で,ポ ーラン ドで ぎいた噂が,
r火のない所に煙 は……」 とい う諺通 りに,そ の実例に出合 った。有望 な
日本語学者が亡命 して(?)カ ナダで研究に専念して い た。r人間の顔を
した社会主義」を願 うチ ェコ人のために残念な ことであ る。
ハ ンガ リー
ブタペ ス ト大学 に,大 阪出身の近藤健氏が 講 師 で 誠 心誠 意頑張 って い
た。近 く帰国した い,と ホテルで洩 らした。ハ ソガリー人 の 日本語学者 は,
因習 的な縄 張 り争 いの中で,体 質改善の必要があ るらしい。 私には特別 に
いろいろな便利 を許与 して くれた親 日的 なハ ソガ.り一なのに,,こう目い う熱
心な青年の意 欲をそ ぐとは 日本 ・ハ.ソガ リー両国のために惜.しい ことだ。
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学習資料の不足も目立っている。詳細は,同 氏が帰国した由故,最新情報
がえられ るかも知れない。
学習資料の不足に関しては,東 欧諸国は共通 している。在日大使館経由
で,何 とか してあげたい。その最たる例は次の国ブルガリアであった。
プルガリア
ソフィア大学に・非常勤講師で・早大露文科出身の中山嬢が孤軍奮闘し
ていた。同学校友のよしみで,商 社員と一夕歓談した。 ブルガリアの某大
使の御子息が早大理工科出身の由,駐 日大使館で教えられた。日本とブル
ガリア国とは近年緊密な関係にあるらしい。それに くらべて,日本語教育
は処女地の段階である。国語辞典が10冊あれば,欲 を言わない,・P・…とい
うような状況である。語研のサー ビスを期待したい。中山嬢の御活躍を母
校が側面から支援してあげれば……。
ユーゴスラビヤ
この国への航空便が不便なため,滞在は,二 日半しかなかった。でも,
文化交流会は専用 自動車と専用通訳(日 ・英 ・露語可能)を与えてくれ,
能率よく視察できた。チェコと逆だった。
この通訳の方は,一女の母で,2年 前,京大で日本語 ・日本文化を2ヶ
年学んだ方,夫 君は大阪の日産工場で研修を終えた若い技師である。同女
史は,大学へ博士論文を提出し,助教授を目指 している。しかし,同地の
大学に,早大国文出身のデジヤン氏がいた。同講師の授業を参観した。夜
間部の方だったので,10名の男女学生の年齢は20才位から30才を出た者ま
ド
でいた。中に天体観測における日本の貢献に感謝した青年学者もいた。学
生に語研のテキス トに似た教本を読ませ,類似文を作らせて,言 わせてい
た。一種の文型練習である。
デジヤン氏は外事課の山代課長にお世話になった ことをよくおぽえてい
て,伝言をたのまれた。 しかし,彼の私への希望は,テ キス トや辞書など
の諸資料の入手であった。語研に改めてお願いしたい。語研の校友へのサ
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一 ビスを。
トルコ
アソカラ大学は歴史が古 く 〔英文学科教授の弁によると〕,教授層 に 動
脈硬化症状があるが,日 本語学科創設の機運もある。同教授に同行 し駐土
日本大使館付文化アタツシェを訪ね,同大学に日本語科創設時の 日本外務
省の後援条件の実情聴取のお手伝いをしてあげた。国際関係と通商事情と
か ら,日本語と中国語への関心は深いようである。
ブラジル
中 ・南米6ヶ 国の中で,ブ ラジルとアルゼソチンとにふれる。
サン・パウロ
ブラジルの口本人町,サ ン・パウロには日本語学校がつある。一方は,
ブラジル全土に200校を母体とする日本語普及学校で,教 師大部分は戦前
の移民の中で,中年以..ヒの方々が多く,役場の吏員,農業組合員,小学校
教員などの前歴の主で,(未確認であるが一説には,勝組り残党と いう人
もいた・)日本語を学ばせるのは,日本精神 と 口本文化とを子孫に伝える
ためという目的意識が強い。サマ・パウロにはすでに五世まで 生 れ て い
る、そういう実情なので,そ れに対し,日本語を外国語として学ぱせる教
授法をとる日本語学校がある。そこの事務長は・早大教育学部出身の正甲
君で,そ れに献身している。政経学部出身の鈴木副領事がよき相談柑手で,・
授業の面倒を見て下さっている。又,校友で,学 研社社員の佐藤氏は,在
ブラジル日木人の日語教育について傾聴にあたいする卓見を 発表 して い
じ
る。現在,ブ ラジルは じめ各国 の日語教育 は 日蔭者扱い・されてい る。警官
が来 ると別な ことをや 芝)せる。非合法授業扱いであ る。第2次 大戦 の余 波
であ る。 しか し,日 本の国際上 の実力か らどの国 もその授業を見 て.見ぬふ
りを してい る。在留邦人は,日 本の首相が来 て,相 手に交渉すれば相手国
は英,.独,仏語 の扱 いの よ うに,合 法的授業課 目に認 め るのだが と言 う。
英 ・独 ・仏語 と対等な位 置づけ取扱いを してほ しい,と い うのが全中南米
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の邦人の念願である。
アルゼンチン
在留邦人数は比較にならぬ程ブラジルより少いが,日 本人学校は堅実な
歩みを小規模ながら続けている,こ こに働 く早大政経学部出身の青年が学
究的で,彼 は日木語の音声教育についてのある体系的工夫を行っていた。
その反面,プ ドウの二毛作についての計画の実施に乗り出している実際家
でもある。ここが,南 米向きな人柄なのかも知れない。
さて,ペ ルー,ボ リビヤの日語学校にふれる枚数もない故,最 後に2つ
の中南米共通の事項にふれて終る。
じ の じ 　 じ ロ ラ
(1〉外国語としての日本語を教える必要が増してし}る。その教授法を身
につけない者は失敗する客観条件がふえている。日本語と西語か葡語かど
ちらもどっちつかずの半端な能力者が少 くない。在留邦人の子弟あるいは
二世の間で,そ の国で社会的に進出するための,言 語教育についての方針
が改めて論議されている。6ヶ 国の範囲で も,共通して2世,3世 までは,
言語学習と立身コースとの問題が緊迫化している・それに加えて,戦前の
日本精神主義が子供に理解 されず,親 子対立の一素因ともなっている。
(2)日本外務省の在留邦人の日本語教育への姿勢は消極的で甚だ見劣り
する。例えば,パ ラガイ国首都アスンシオソにおける日本語学校とドイツ
語学校とを比較すると,国辱的な印象を抱かせ られる。ゲーテ ・インスチ
チュー トの出店であるが,大 使館級の建物に対し,片や馬小屋然としてい
る・アスソシオソの知識人の子弟はほとんど全部先づ ドイツ語の洗礼を受
けるような実情である.(日本人会長の談である。)パラガイと独系移民と
の背景は知 らぬが,外 国語教授法の点にも亦,お そらく,雲泥の差がある
かも知れない。馬小屋然としていることだげは必ず しも国辱とは一概に考
える必要はないとも思 う。しかしそれは本省役人の予算を どう使 うかにっ
いての発想法の質のちがいであるまいか。
個人的に海外で頑張っている人々には・差し当 り,でぎるかぎりの資料
一39一
上 の援助 を差 し延べ,そ の人 々の善意 と努力に協力 したい.そ こで語研 の
方 々に,先 づ連絡 を,次 に資料送付をお願いす る次第 である。筆者の執筆
の動機 もここにあ る。
(1974.2.4)(政経学部教授)
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